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平成18年度 血液製剤使用適正化方策調査研究事業 研究結果概要一覧  

研究紆果皮要   ヱ．美Lた点、ぎ労Lた点等   

○ 平成17年12月～平成18年3月 血液製剤適正  ○ 本来の合同輸血療法委員会は、都道府県が組織   
使用に係るアンケート調査を行った。（第1回）   した委員会にすべきところではあるが、委員会設置の   
○ 平成18年11月～12月 血液製剤適正使用に係  根拠が通知であり、法律上の設置根拠がないことか   
るアンケート調査を行った。（第2回）   ら、予算措置できず、委員会が設置できなかった。   
○ 平成18年11月 北海道合同輸血療法研修会を  委員会が設置できないことから、研究代表者が中心   
開催した。   となり、北海道、北海道赤十字血液センター、医療機   
0 平成19年2月 第86回北海道外科学会の診療ト  関の代表者で基本的には経費をかけずに委員会を組   
ピックスとして「血液製剤の使用指針について」講演を  織し、その委員会が中心となり、道内で血液製剤の使   
行った。   用量が多い医療機関を参集して、適正使用の理解を  

得るため、研修会を開催した。   

○ 平成18年 7月18日 青森県合同輸血療法委員会  ○ 合同委員会立ち上げに際して、効率よく活動を行   
開催を決定し、世話人を決定した。   う事を当初考慮して参加病院を選定した。即ち、青森   
○ 平成18年 9月15日 第1回青森県合同輸血療法  県内の地域拠点病院を中心に県全体をカバーするよ   
委員会世話人会を開催した。   うに地域バランスを考えた結果、いずれも県内広域医   
○ 平成柑年10月12日 第2匝l青森県合同輸血療法  療匿地区から満遍なく募ることとした（青森地区2病   
委員会世話人会を開催した。   院、中弘南黒地区2病院、西北五地区1病院、上十三   
○ 平成18年10月30日 第1回青森県合同輸血療法  地区1病院、八戸南部地区2病院、下北地区1病院）。   
委員会会議を開催した。   その結果、青森市、八戸市、弘前市のように比較的規   
○ 平成18年11月 医療関係者における情報の共有  模の大きい病院が集中している地域では、委員会へ   
こついて、青森県合同輸血療法委員会のホーム  の参加が見送られた病院もあった。次年度の活動にお   
ページ及びメーリングリストを作成し活動を開始した。  いては、より多くの病院が参加できるよう検討すること   
○ 平成18年11月～19年3月 青森県合同輸血療法  とした。   
委員会による平成18年度血清保管に関するアンケー  ○ 活動を実施するに当たり、委員会を開催し活動日   
ト調査と解析を行った。   的・方針を再確認し、県内医療機関の輸血療法の実状   
○ 平成18年11月～19年3月 青森県地区拠点病院に  把握と県内医療機関への啓蒙（輸血関連感染症対策   
おけるI＆Aチエツケノスト回答内容の解析を行った。  として、輸血前後検査の実施状況の紹介等）を今年度   
○ 平成19年1月24日 第3回青森県合同輸血療法  の目標と決定し、アンケート調査を行った。当初、アン   
委員会世話人会を開催した。   ケートの回収が思うようにいかず、病院長から実施部   
○ 平成19年 3月6日 第4回青森県合同輸血療法  門に伝わっていない医療機関もあったため、再度郵送   
委員会世話人会を開催した。   による依頼や直接電話による依頼を行った。   
○ 平成19年 3月17日 第2回青森県合同輸血療法  ○ 講演会開催に際して、医療関係者が出席しやすい   
委員会会議を開催した。輸血関連感染症対策：適正な  ように地元医師会、薬剤師会、臨床検査技師会の協   
輸血療法に関する講演会を開催した。（一般講演 4  力を依頼し共催を要請した。通常、医師会等の共催・   
題、特別講演 1題）   後援を得るには、先ず地域医師会の了解を得た後、県   
○ 平成19年 3月28日 第5回青森県合同輸血療法  医師会の承認を必要とする。今回の講演会開催にお   
委員会世話人会を開催した。   いては、当合同委員会の実績が無く社会的認知度が  

低く、公的な団体としての証明もないので、医師会や  
薬剤師会の後援等を取り付けるには、医師会や薬剤  
師会の理事に活動趣旨を説明し、了承を取り付ける等  
の苦労もあった。更に、企画時期が遅かった為、医師  
会に対して、無理にお原乱＼をして後援を取り付けた経  
績もあった。   

0 9月－10月、秋田県の輸血の実態調査のためのア  ○ 合同輸血療法委員会によるl＆A受諾施設を見つけ   
ンケート調査（血液製剤使用状況定期調査及び危機  るのに苦労した。輸血管理料に関する討論では、輸血   
的出血時の輸血体制について）を実施した。   管理料1を申請している施設が県内で1施設のみで   
011月27日、秋田県庁第二庁舎にて、平成18年度、  あったことから、取り組み状況を報告できる施設が少   
第9回秋田県合同輸血療法委員会を開催し、秋田県  なく、事例を集めるのに苦労した。   
の輸血の実態調査のためのアンケート調査結果の報  ○ 適正使用を促進するにあたり、合同委員会の議事   
告、危機的出血時の輸血体制についての調査結果の  内容を映像化し、出席できなかった施設に配布できる   
報告を行った。また、輸血管理料をテーマとする特別  ように、エ失した。   
講演と、県内医療機関6施設からの取り組み事例につ  ○ 平成9年から実施している秋田県合同輸血療法妻   
いて報告を求め、討論会を実施した。   貞会での輸血実態調査を継続することができて、輸血   
012月26日、県庁舎同庁舎において、保健所及び献  実態の定点観測が行うことができた。これは、血液適   
血推進担当者の会議に、合同輸血療法垂員会委員を  正使用における効果が大きく、今後も継続すべきことと   
2名派遣し、400mL献血の推進と適正使用について、  考えられその実施母体の構築が検討課題と思われ   
医療機関の現状を報告した。  た。  
○平成19年2月9日、Y総合病院を、2月28日、N総  
合病院を、3月7日、0病院をそれぞれl＆A実施を目的  
に視察した。  
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研究瘡男紆要   ヱ．美Lた点、苦労Lた点等■   

○ 平成18年9月14日～ 実態調査開始   ○ 全体会合に多くの医療機関関係者（特に医師）に   
1．3つの領域における血液の使用状況の調査（造血  参加していただけるようなテーマ選び   
細胞移植領域、心巌血管外科領域（3術式）、消化器  ○ アンケートの作成、回収、分析   
外科領域（5術式）について、血液の使用数、輸血開始  ○ 会場の確保   
のトリガー値、自己血便用の有無等、詳細な調査を実  
施）  

2．輸血管理料への取組状況の調査（神奈川県内の  
血液製剤を使用している主たる医療機関（238施設）  
に輸血管理料の申請状況、管理料を申請するにあ  
たってクリアできない施設基準、輸血管理料の基準に  
対する意見等を調査）  
○平成18年9月30日第123回日本輸血・細胞治  
療学会関東甲信越支部例会演題発表  
○平成18年12月21日世話人会開催  
○平成19年1月13日平成18年度神奈川県合同  
輸血療法委員会（全体会合）の開催（259名参加のも  
と、実態調査結果を報告した。）   

0 9月2日、県内40医療機関に研究調査票と協力依  ○ 調査票の言己入作業は難儀のため、調査期間を短く   
頼文を送付し、調査を開始した。   してほしいと医療機関から要望された。   
0 9月8日、輸血量法管理ソフトの開発業務等の委託  ○ 年齢、性別、疾患群、輸血前値等に空白や誤記入   
契約を締結した。   が多く、医療機関側の追記、修正を要した。   
01月31日、新潟県合同輸血療法委員会を開催し、  ○ 手書き情報をコンピュータに卓云記・入力する血液セ   
要綱と研究班の設置が承認された。   ンターの作業には、長時間を要した。   
0 3月10日、新潟輸血研究会にて、調査研究の経緯  ○ 医療機関の情報中、患者番号と名前は代替伏字   
と代表的5医療機関の集計状況が報告された。   に変換し、血液センターヘメールできるようにした。   
0 4月9日、入力された35医療機関の集計を印刷し、  ○ エクセルのピボット機能により、患者属性、疾患   
血液対策課へ送付した。   群、トリガー値等が瞬時に表示された。  

○ 輸血情報のコンピュータ入力が医療機関の日常業  
務になるためには、詳細な条件設定が必要である。   

○ 平成18年5月20日（土）、日本赤十字社静岡県支  ○ 静岡県における血液製剤適正使用促進のため、   
部にて平成18年度第1回静岡県合同輸血療法委員会  静岡県内輸血療法委員会委員長会害毒を講演会形式で   
を開催した。   まなく、アンケート結果に基づくディスカッションを行う   
○平成18年8月4日（金）、静岡赤十字病院にて平成  
18年度第2回静岡県合同輸血療法委員会を開催した。  
○平成18年11月1日（水）、ホテルアソシア静岡ターミ  
ナルにて平成18年度第3回静岡県合同輸血療法委員  
会を開催した。  
○平成18年11月7日（火）、血液製剤適正使用に関す  
るアンケート調査を50医療機関に実施した。  
○平成19年2月24日（土）、静岡ベルアージュにて静  
岡県内輸血療法委員会委員長会議を開催した。   

0 9月28日、いなべ総合病院においてⅠ＆Aを実施し  ○Ⅰ＆Aについては、療法委員会から実施病院と何度   
た。   も摺り合わせを重ね、実施病院における輸血療法委員   
011月24日、12月8日に主として四日市市、松阪  会活動の充実、医師への適正使用の啓蒙を重視する   
市地区の病院を対象として「アルブミン製剤の適正使  
用にむけて」と題して秋季研修会を開催した。  
02月23日、川口市立病院救命救急センター長の  
小関一美先生をお招きして、三重県内医療機関を対  
象に「血液製剤使用削減の取り組み」と還して冬季講  
演会を開催した。  
03月、県内の医療機関の検査技師を対象に輸血療  
法に関するアンケートを実施し、一元管理や輸血′くッ  
グの保存などに加え、輸血管理料取得に関しても調査  
した。   

○ 平成19年3月14日 滋賀県大津合同庁舎にて平成  ○ 本事業を行うことが決まってから合同輸血療法委   
18年度第1回合同輸血療法委員会を開催した。  員会を立ち上げて委員会等を開催したため、時間的余   
○ 平成19年3月24日 コラボしが21にて平成18年度  裕がなく、当初車定していた回数の会議等を開催する   
血液製剤使用適正化のための研修会を開催した。  
○平成19年3月24日コラボしが21にて平成18年度  
第1回合同輸血療法委員会部会を開催した。   

011月14日、ぱるるプラザにて平成18年度第1回京  ○ 多忙な先生方が多く開催日程の調整に苦労した。   
都府合同輸血療法委員会を開催した。   ○ 委託費の使用制限が多く、会場費に使用できない   
02月7日、キャンパスプラザ京都にて平成18年度第  等、使用した経費がほとんど委託費として請求できな   
2回京都府合同輸血療法委員会を開催した。   かった。   
0 3月3日、京都府赤十字血液センターにて「血液製  ○ 報告書提出期限まで時間が短く、作成に苦慮し   
剤の使用適正化講演会」を開催した。   た。   
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棚綴穿   工兵Lた点、苦労Lた唐芋■   

○ 平成18年11月2日（木）、奈良県赤十字血液セン  ○ 講演会を開催するにあたり、輸血担当医師、技   
ターにて平成18年度第1回奈良県合同輸血療法委員  師、薬剤師に適正使用の趣旨を理解していただくた   
会を開催した。   め、いかに多く講演会に参加していただくか、医療機関   
○平成19年2月に、血液製剤・血策分画製剤適正使  
用に関するアンケート調査を行った。  
○平成19年3月16日（金）、郡山城ホールにて、血策  
分画製剤の適正使用（演題：「アルブミンの適正使用：  

我が国の実態と使用量削減の必要性」イ輸血管理科  
と医療機関での取り組み」・「アルブミンの適正使用：保  

健医療の立場から」）に関する講演会を県内全医療機  
関対象に開催した。   

0 7月16日、香川県合同輸血療法委員会の立ち上げ  ○ 合同輸血療法委員会に参画していただく施設の選   
設置要綱を定めた。   定と、同意を得ること。委員長レベルでは、理解をして   
0 3月17日、香川県社会福祉総合センターにて、第3  いただき参加していただいた。   
回合同輸血療法委員会を開催した。   ○ 問題点として使用量の少ない施設にあっては、適   
0 2月13日より、血液製剤使用適正化推進のための  正使用の推進に種違い所もあって、輸血医療に格差を   
アンケート調査を行った。   生じている。これらの施設に対する働きかけが今後の  

課題。  

○初めてのため予算をいかなる事業にあててよいか  
が不明であった。今後、講演会などの開催で理解を深  
めたい。   

02006年8月5日、福岡県輸血療法委員会議会同会  ○ 福岡県内に赤十字血液センターから輸血用血液が   
議の打ち合わせ会を開催した。調査研究方法（アン  供給されている病院は610病院あるが、アンケート調   
ケート調査項目）を取り決めた。   査を依捜した101病院で福岡県全体の約92％の輸血   
0 2006年10月初旬に福岡県内の対象医療機関101  用血液を使用していることが判明した。したがって、こ   
病院にアンケート調査表を配布し、10月下旬に回収し  の101病院の輸血療法を適正化することによって福岡   
て解析作業を行った。   県全体の輸血療法が適正化することが分かった。   
02006年11月7日、第10回福岡県輸血療法委員会合  ○ 福岡県輸血療法委員会合同会議には、対象病院   
同会議を開催した。約100病院の輸血責任医師及び輸  の病院長ないしは副院長の参加を要請した。これは、   
血責任技師が参加した。この会議でアンケート調査結  病院会体に影響力を持つ医師に輸血療法の適正化を   
果を公表した。   理解してもらうためのエ夫である。   
0 200丁年6月、r福岡県輸血療法委員会合同会議  ○ アンケート集計結果報告は、分かりやすい形で   
10年の軌跡」を発刊した。この中には、1997年第1回福  行った。   
同県輸血療法委員会合同会議から2006年第10回会  ○ 上記事業を10年間継続することによって、福岡県   
議までの10年間の調査研究データおよび活動記録  全体の輸血療法の適正化が進展していると考えられ   
（講演会記録など）を収載した。   る。   

〃  

♂   

10  奈良県  藤村 吉博  
（奈良県立  

医科大学軸  
血部教授）   

皿  香川県  内田 立身  
（香川県赤  

十字血液セ  
ンタ一所長）   

12  福岡県  佐川 公矯  
（久留米大  

学医学部附  
属病院教  

授）   

血液製剤、特  
にアルブミン  
の適正使用  
について  

香川県内に  
おける血液  
製剤の使用  
状況ならびに  
使用適正化  
方策推進に  
かかる調査  
研究  

福岡県内100  
病院におけ  
る輸血管理  
料の取得概  
況と今後の  
課題  

※各都道府県の研究結果については、報告書をhttp：／／www．mhtw＿gCIjp／new－info／kobetu／iyaku／kenketsugo／2f／index．htmIに掲載して  
おりますので、詳細はそちらを御覧ください。  
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贋料2．  
合同輸血療法委員会成果報告  

（1）神奈川県   

（東海大学医学部付属病院細胞移植再生医療科  

教授 加藤 俊一）  

写J 

・丁揮   

神奈川県における合同輸血療法委員会の  

活動状況  

＋鶉大学医学細朋¶■暁■胸移■■生匪女科  

加■ 俊一  

神女川■血液センター所長  

稀集 積－  

㌧尋藤  

発足に際して問題となった点  

■ 既存の「神奈川輸血研究会」との関係をとのようにするか  

→「研究会」は学術的な場として存績させる   

一「合同委自余」は適正輸血推進の場て 

医療機関■血液センター・行政の合同委員全てあり、  

各医療機関の輸血療法委員会の合同委員全てもある  

■ 神奈川県衛生部は当初「合同委員会」の一員となること   
にやや消極的てあった  

→県の立場に配宿し、国、ノ厚生労働省：ノか直積関与して  

バランスを取ることとしノた  

三脚－りl一 会田舎■■血女珪費■食成井書合食  ♪≠「り11全F合間■血■良妻■食成1書合食  

●世話人内訳  
′‘   

★海大滝攣郎付■頼嗣（代表加計腱－）  
脚■ 昭和大事♯ガ丘■醜  
■マリアンナ医科大手相 帝京大雅糊■1口醐  
1洪市立大攣棚院  
神褒川県立ガんセンター 神奈川九立こども医療センター  

風解  

【設立状況と活動報告】   

発足攣■委1会 2CO6．3．11  

内容  ○要■の検討、世話人選出  

○事裸昂選定  

（神褒川れ赤十手血液センター医薬情報課）  

。活勤方針の検討  

・県内における血液供給状況  

（平成1瞬よ ≠績共沸撒 小8租零れ〕、  

神褒川触  
赤十字山慮センター 所J  

oアドパイザー  

■生労●嘗 東京大学医棚醐 日本赤十字社血綴事＊本部  
■岡れ赤十字血巌センター（財）血液糊i納  

三川一一l）11全■合間●血徽法畢■会成井鴨告会   2川－－リ＝ 全■合月■血♯法露▲金成1■書会  



、  
→■こ・  

m5月111∃ 委員会篤1◎世話人会開催  
・代表世怒人選出、世詫人追加選定  
・要綱の確定  
・活動内容（実施要領lの検討  
・施設別血液碓状況の一別↑・分析ン′  

ク服圧6月gR 委員会第2国世話人会開催  
・活動内酉（実脚の摸前  
・分析評価方法の検討  
・全体会合の目時・場所の確足  

包nn5月≡∈日ユ：旧＋ 実蜘（アンケート方式）開始  

mll月mR 委員会第3【司世話人会開催  
実蜘套結果の解析  
全体会合内容の検討  

クnⅥ王1日14R 全体会合（神奈川県別－ル）  

ヱ仙－り1一 会申合■●血t法費■食成舶  

● － 
、  ・  

J■ 卜  
棚査の概要（ア：ソケート）  

神票ノ川■内の   

○輸血管理体制の杷擢  

…を毅暮しているか？1■成メンバー杜7瞳用■の多い群が■加しているか？専   

○鴨股毎の使用■把握  

舶用tは？州件腱、血♯立脚？専  

⇒ 施股間比較を実施し課題・問題点を明確にする   

※回収率を上けるため県の添え状を同封   
病院協会、医師会の支援も得た  

F腎も  髄∴義．鮎＆ギ∴岬警う：ノ■誓t；  
実態調査の対象及び回収結果  

○対象：平成16年度に描血用血液製剤を供給した神奈川県内の  

20床以上の医療機関  296施般   

○回収期問：平成17年8月30日～11月10日   

●回 収 数：178地殻  
01司 収 串：60．1％  

●供給占有率：RBC：84．4％ FFP：90．6％ PC：91．4％  

ALB：？％ FFP／MAP：0．54  

之㈱・リ1ち 全■合■■血■鹿妻▲金成1●合金  三川1－1）1ち 全■合間■血■良妻▲金成1■昏会   
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感追 

輸血療法委員会の設置状況 （∩＝178）  

いいえ  はい  
49％  51J‰  

まだ半教程庵   

二伸－t）1う 全日合月●血■法彙■金成1疇告禽  

遂湛  
院内の血液廃棄状況把握  （∩＝178）  

180   

14．0   

120   

100  

80  

80  

40  

20  

0  

‖  委員会  

全℡他に把■ 部分的に把■ 把■してない   記tなレ  

血液使用・廃棄状況  

封州－り1ミ 全■合間■血♯法委■金成暮書甘食   
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、  J■．、・、・・  
平成17年よ神奈川嘱含Ⅷ輸血徽法要■会の♯計結果  

高い■計絶筆が得られた。（l■主導の効果？）  

●輸血療法委員会の般モ率は低かった。  

●廃棄串の把攫はよ＜できていた。  

●アンケートに回答できた病院の使用血液1  
赤血球杷趣串 ＞80％  

、  【ま棚、∴ 一  

合同輔血療法委員会を運営するに当たって、県、医療機関、  
血液センターの協力か不可欠である。今回、鼎の文書により  
アンケートヘの協力が得られ輸血管理体制の現状把握が可能  
となった．  

医療機関も輸血のシステム管理が進みデータの抽出ガ出来る  
体制か整ってきている。  

他施設との比較により白滝毅の問題点、課題が明らかになり  
適正使用の推進に役立つ。また間語の共有化により新しい解  
決策が見つかることも考えられる。  

18年度は、具体的に診療科、術式を絞って輸血状況を嗣査し  
施股間比較を行う予定である。また、ホームページを作成し、  
いつでも調査結果を悶1できるよう検討することになった。  

2川l一一り，1、l全■合■●血療法委■金成1■個食  之00ーりIl．全■合間●血療法垂■金成t■個食   



神奈川県合同輸血療法委員会  
平成18年度活動状況  

ヱ州一リIl全円含河■血療法彙■金成朱書告食  

べぎ′感   

神奈川県合同輸血療法委員会   
平成18年度アンケート調査  

一消化器外科領域一  

平成19年1月13日   

帝京大学医学部附属溝口病院外村  

村田宣夫  

平成川ヰ欄己 神億川県会同Il血療法萎■食  
於：横浜市教書文化ホール  

「神奈川県の適正使用を進めるために」  

輸血管理料について  

曙生労■省 医薬食品局 血液対策課  
武末 文男  

封机－1）】i全■合■●血♯鹿妻■金成景■貴会  三川－－1I＝ 全■食用■血療法婁■金成書●告金   
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♭ふ一も｛サ  

凍■㌃二塚一も、  

目 的  

● 

・d‘  
・ 

アンケート対象  

■ 平成17年度血液供給数上位、1い施設のなかて消化器   

外科手術実施の2H施設とそれ以外の消化器専門医  

言忍定施設コ7方包設、合計55施設   

■ 回収はう5施設からあった   

■ 回収率hlケb  

■ 神奈川県内各医療機関における血液製剤使用   

の実態について調査し、比較検討の材料を得て、   

これを参考に血液製剤のより適正な使用を促す   

ことを目的とする。 

ヱ1III【りIl全日合月■血■怯彙■金成1書合食  ヱ1Il）1りtl全日合間■血■丘婁■金成兼牡告食  

I  
言語築・、‾   

■ 自己血輸血実施の有無と対象手術   

■ 術前と術中の輸血開始の基準   

■ 輸血実施の決定者   
■ 術中赤血球輸血率（平成Ⅰ7年度）   

■ 術中＝1l）輸血率   

■ 術中アルブミン製剤輸血率   

■ 輸血症例毎のアンケート   

調査対象期間：H17・4・1～H18・3・31  

－ 

－ 

■ 神奈川県下の55施設に対して消化器外科手術   
における輸血の実態調査を行った。アンケートの   
回収率は64％であった。  

■ 自己血輸血の実施を積極的に行っている施設がり   
施設あった。  

■ 周術期の輸血は概ね、輸血ガイドラインに沿って   
適切におこなわれていたと考えられる。  

■ 今後、さらに広く適正な輸血が行われるよう各方   
面の努力が必要である。  

三川－－り11全■倉■■血♯法婁■金成手職告全  2川l一り11全■合間●血■法婁■金成書●昔会   



べ－■」  

＜アンケート調査対象医療機関＞   

■ 心臓血管外相専門医認定機構認定修練施設   
（′コ7施設   

■ 平成17年度供給単位数の上位、i＝医療機関   
Il方包設 

■ 合計招施設  

調査期間 壬成7年」月日一年成＝缶絹卜日   

■ 合計i5施設ヰ而…ニ当イ▲‥て二…芋≡揉ノ中二二施設回収  

－・回収率（、コl）％  

ぎ藤  

平成18年度  

神奈川県合同輸血療法季長会  
アンケート調査解析結果報告  

心臓血管外科領域  

北里大学病院  

大谷慎一りト原邦義   

釦‖－リ11全口舌間■血ホ法婁■食成兼掴  ヱりIl－リIl全兵舎間■血徽法彙■食成果嶋甘食  

執  
J■L・  

＜総括－2＞  

■Mい〟、＝守の術中輸血率は胸部大動脈痙＞   

人工弁置換術＞冠動脈バイハス術の…引二多   

かった  

■ 術中輸血での廿】）トト＼1－比は胸部大動脈癌  

111＞人工弁置換術＝情＞冠動脈／〈イパス   

術11叫であった  

■ 術中輸血ての．＼1一皿†▲＼t）比は全てこい未満で   

あった  

、J‘  
＜総括－1＞  

■ アンケート回収率は（、二りqb（こ二三′／／言う施設 

■ 自己血輸血はり割以上の施設で実施  

■ 術中輸血の赤血球輸血の基準は川1「～8   

gノしIl以下およひ「ゞし11以下の施設が5割以上   

を占めた  

■ 術中輸血の決定者はH害り以上の施設で術者   

と麻酔医が相談して決定  

紺‖－り】‡全■合間■血療法委■会成井欄個食   コ川l∵サ＝ 全■合■■血♯鹿妻■金成t嶋合金  
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智ゝこ  
ふ」7］㌢  

さ 
確∴諒′。き 

＜総括－3＞  

■ 術式別にみた血液製剤投与直前検査実施率は赤   
血球製剤では8害IJ以上、血小板製剤では（－割前後   

であった  

■ 自己血と出血量との関係では、三術式ともに自己   
血完遂倒で出血量が少なかった  

■ 県内における心臓血管外科領域の成人主要三術   
式の血液使用状況の概要が把握された  

jI‘ 1■  

、・－■ご  

神奈川県合同輸血療法委員会   

成人造血細胞移植領域  

アンケート積果報告  

東海大学医学部付属病院  

吉場史朗  

ヱ00ーりl一 会白倉■●血■怯彙■食成果≠合食  ヱ‖‖－リ1－ 全国合間●血t法彙■食成井■昔食  

、  ＿▲一  ・‥、－・・二●  
ァンケ→にご地投 

、  ’’  
■‘．．・、  

総論①：血液製剤のトリガー  

・赤血球製剤→5施設がヘモグロヒン値で7－＃g／lllを目安にし   

ている」2施設が（，5と7し  

－ 血小板製剤→4施設が2万／〟lを保つようにしている、3   
万が2施設、12とlうがt施設 

■ 新鮮凍結血祭→7げリノーケ◆ン1川）以下またはPT・＼I－・】、「t   
の証丘と回答したのが5施設、他に合併症で考慮が一施   
設、無が1施設）  

■ γサロフ、リン製剤→無しと回答した施設が3施設Lあると   
回答した旭言針ま1（I（I－5（I仙Ig／d】以下を目安にしている 

（移植後早期定期使用）  

■ 横浜市立大学附属市民総合医療センター  

■ 神奈川県立がんセンター（化学療法科：  

● 神奈川県立がんセンター（血液科〕  

■ 聖マリアンナ医大横浜西部病院  

■ 聖マリアンナ医科大学病院  

■ 横浜市立大字附属病院  

■ 東海大学医学部附属病院  

「
′
 
 
 
 
 
 
I
「
 

ー
 
4
 
「
⊥
 
‥
ハ
 
 

全6施設7診療科、合計75例  

2川‖∴リ1、全■合■■血■法露■金成書■合金  ヱ…－【l－11全■合間●血徽法畢■会成井■鏡台   



態  

木郵   

総論②：CMV陰性血の使用  

■ 使用基準：回答があったう施設がすべて、   

ドナー、レシヒ工ント共にCM＞抗体価が   

陰性の時に使用すると回答 

■実際に使用した症例はコ施設で二例ずつ、   
合計1例 

義勝       まとめ  

■ 移植後4週間以内の成人造血細胞移植におけ   
る輸血製剤使用は概ね適正に行われていると考   
えられた  

■1ノグロプリン製剤の使用については、今後その   
有効性・必要性に関しての検討を行い、1′グロブ   

リン製剤の適正使用指針を作成すべきである  

● 今後の検討課題として、輸血回数や1回の輸血   
使用量、ならびに合併症との関連等の詳細な調   
査か必要である  

ヱり＝rlll全日合間■血書法費■金成朱書青虫  上州－り】1全日食■■血t珪費■禽成景■告食  

碗酵 

対■及び昌収結集  
■ 対 ■：平成17年動こ血液使用美■のある 283施毅  

■床最知床以上の▲毅  2糾▲散   

1g床以下で年¶100＋位以上の★♯のある生殺 19施敦  

■ 期   Ⅷ：平成柑年9月11日－10月25日  

● 回 収 数 118施設  

■ 回 収 串：  52．30ヽ  

■ 供給占有率：  75．121  

（R8C7乙7恥．FFP・7t）11ヽ PC75，33ヽ）  

凄感  

神褒川県内に訊什魯血液軸の連正確用  

事織のた仇の手相  

r托血相についてJ  

事■lリ捧1■1jB  

■薫Ill■e■■▲■縫●■州■  

二伸－1）1i全■合間●血t鹿妻■会成井鴨貴会  ：川－－りIl全■合間●血★法畢■金成書書書会   
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■l●暮●■●でE書■し瞥什れ■甘■響い■■■■■？  

qⅧ川‖軌血儀■■■ぴ  
J止且■¶の一元t■   

①●血轟Mに■任の¶■■■tt  

O▲L白′■▲P比がt．0｛■  

OFFP／■〃l比ポ8．1ホ■  

00血1－■¢■■■●t¢■■  
霊たは■陣●■■  

¢■血■∩に暮霊○書■  
■鹿●暮汝■が1t以上■轟   

○■血書▲●■■ヰl回以上■t  

①血11★lの慎■寸針の暮守  

⑪●血用血♯○●暮体■   

10  



■l●十■ウり丁で畳替い■徽纂暮（t■■l）  

◎■■●Mに■正の書■  
■ホ■量隷書がl名以上■書   

①ll▲●∩に●任の★■■■tt   

①●▲■仕事■■ヰ●R以上■■  

①●▲用▲汝■■1び  
人Ll】■れの一元tl  

④●▲円▲簾の■暮体■  

01■■11■■のl■■卓1■霊の  
女檎靡たは■陣■t■  

⑨力＿月／H▲P比が2．0ホ■  

q〉FFP／H▲P比が0．8♯■  

⑳血書■■のよ■糟針¢鵡寸  

瑚  軋▲  

輸血管理科申請に向什ての謙語   

t 輸血管理体制  

コ アルフ■’ミン製剤の一元管理  

ミ 輸血用血液検査体制  

l血祭交換とFFPIM．1P比の問題  

5 その他  

：…、－リ】ミ 全■合間■血療法委■金成朱嶋書会   

1l  



簡㌣ 
【～q  漫  

礎麒 いナ哀．、㍉洋一‡ 

2．ア几つミン製剤の一元管理  
■ 現在書血管理料ⅡをとっているができればⅠを申惰したい。ネッ   

クになっているのは、書血用血液製剤の7ルフ’ミンの一元管理   
（000床以上 管t♯Ⅱ■什）  

● アルブミンの一元t理。どこまで■血で杷櫨すればよいのか。  
（帥0床以上 t壌蠣】●■）   

■ll血用血液製剤の丁ルナミシー元管理は将来的にも行うのは姓し  
い  

（2αl錬禾■ 書礫≠Ⅱ鶉才）  

ヱりIノーリ11全日合月■血t法彙■食成集ヰ告食  

、  J‘、∴・・  
まとめ  

■ 神奈川合同輸血療法委員会の平成17年度と  

18年度の活動状況を報告した。  

■「医療機関」と「血液センター」が「行政」の指導   
と協力の下に適切な血液製剤の使用を推進す   
ることができ始めたものと考えている。  

■ しかし、臨床の現場や病院経営者における輸   
血に対する認識をさらに変革する必要性があ   
る。  

三川l－りtl全■合間■血■法婁■金成t●書会   

12  



茎資料3   

2007－9－13 厚生労働省  

合同輸血療法委員会成果報告  

（2）北海道   

（旭川医科大学病院臨床検査・輸血部  

副部長 紀野 修一）  

●平成4年4月24日  
r血★■れ儀爛忙欄眈ゆ■■■J■■  血蒲製貪りの平均的使用1についてト‖61727 局長通知  

i璽正使弔稚准【「イ霜る気運●体‖等油壷l‖b1220 血蒲●1那会   

北海道に訴什る  

血液学制使用適正化に対する取り組み  

●平成17年3月  

接㌢剤朗に係わる懇級鋸こて●▲徽■■■■■■棚批■▼■アント欄暮仙  
●平成17年7月8日  

北海道に対し、合同輸血療法委員会の投首を要精  
●平成17年12月～平成18年2月  

輸血療法委員会等の投首状況鯛重  
医療監視にあわせて、全i首のち78施設に対し′ンウート調名「－ 517施設から回苦（回警率894％ 

●平成18年3月  
「血液製剤使用に係わる雲級会jにて坤暮倉M●血暮■●1■■tt絨  

●平成18年7月  
平成18年度血液製剤使用届正化方策調査研究事業に応募 → 9月同研究採択  

●平成18年11月18日  
▼■1叫嶋慮暮遭●▲■芸蒜壬■暮  
2回目のアンケート調香実施（2000豊住以上使用＆輸血療法委員会を組織している施設〉  

●平成19年2月10日   
北鶏道外科学会にて適正使用について講演  

●平成19年3月  
「血液製剤使用に係わる懇書炎会」にて合同輸血療法研修会開催継続を決定  

●北海道合同輸血療法委員会  
紀野修一 旭川医科大字病院臨床検査・輸血甜  
佐藤典宏 北海道大学病院輸血都  
山本定光 北海道赤十字血液センター  
吉野邦夫 北海道保脚昆祉却保健医療局医務業務課  

平成18年度血液製剤使用適正化方策調香研究手業助成  
川  p東西．‖l■  

●平成15年度の取り組み状況  

を血液製剤使用実態調査の実施  
血液ヒンぅ、薬品卸の供給案績調査  

喀血液製剤適正使用研修会の実施  
」L海遠赤十字血′夜センターの開催すか輸血療法検討会直垂推し 血頑製剤  
倭正使用研修会を開催 参加者は自由参加  

鬱血液製剤適正使用に関する啓発  
血液製剤調査機構だよりの配布  

～血液製剤使用に係わる懇談会の開催   

●平成16年度の取り組み（案）  

ヰ血滅裂剤使用実態調査の実施  
○医療関係者を対象とした研修会の実施   
‘血液製剤適正使用に関する啓発  
葬血液製剤使用に係わる懇談会の開催  

コ＝ ◆           ■－－    －  

●懇談事項   

畿血液製剤使用適正化の推進に関すること   

僻血液製剤の使用についての問題点を整理、検討し、そ  
の結果を基にして、血液製剤の使用のあり方について  
の医療関係者の理解を高めること   

馳その他  

●組織 委員は6名以上10名以内。知事が任命。   

●北海道医師会、北海道大学、札幌医科大学、旭川  
医科大学、北海道薬剤師会、北海道赤十字血液セ  
ンター、北海道  

●年1回開催  

＝ ・  l■  

▲台尻●血■法換村会の帥t暮暮  
●平成16年度の取り組み状況  

¢ 血液製剤使用実態調査の実施  
血液センター、薬品卸の供給案緒脚書  

か国における血液使用適正使用推進について  

▲】■■】■岬■仁九lて止u史1と鮎▲■1劃）      暮正■岨■壬1事■■旭1と1とぉL▲鰻▲■▲   

●平成17年度の取り組み（案）  
禦輸血軌去委i会等の設置扶5完調査  

アン丁－ト調香の実施  

料㈲血療法委i会等の設置に関する竹澄竹車  
アンケート調査の際に実施  

率輸血療法委i会の組織及び取組み内容卜関する検冨1  
「血液製剤の適正使用権進に係る先進事例など調書について」の結果を参考に検討  

委薯艶笑完封を行っている医療機関での輸血療億雇眉会㈹及び即組み内容等を  
普血液製剤使用実態訴査の実施  

血液製剤鯛香機構だよりの配布  
≠血液製剤使用に係わる懇談会の開催  

Il 三   叫 ・   甲lヨ厄  

旭川医科大学病院 紀野修一   



平成19年度全国合同輸血療法委員会成果報告会  
北海道の取り組み  

2007－9－13 厚生労働省  

●平成17年度における血液製剤適正使用の取組状況につ   

いて   

●血液製剤適正使用に係るアンケートの実施  
平成17年12月～3月  

20床以上の医療機関578施設を対象（、  

515施投から回答（回答率：891％）   

●血液製剤適正使用に関する啓発  
100床以上の医療機儲に血液製剤調査機構だよりを送付  
啓発用リーフレットを配布  
国からの通知を医療機関に周知   

●血液製剤使用に係わる懇談会の開催   

●医療機関別供給量調査  
合同輸血療法委員会開催の基礎資料を作成  

‖ ・  ． 

●平成18年度における血液製剤適正使用の取り組  

み（案）   

●■血■鶴舞■■■敵tに■する■きかけ  

アンケート結果の送付時に、輸血療法委員会の設置及び適  
正使用の推進について通知  

医療監視にあわせて実施   

●合同輸血療法委員会（仮称）の開催   

●血液製剤適正使用に関する啓発  

100床以上の医療機関に血液製剤調査機構だよりを送付   

●血液製剤使用に係わる懇談会の開催  

．＝ 山  11托  

●目的   

●医療機関における血液製剤の適正使用を図るため、院内の製  
剤を管理し、使用するための体制を整傭する。  

●組織   

●北海道が依頼する輸血療法委員会を設置する病院の代表者、  
北海道赤十字血液センター、北海道の職員  

●活動内容   

●医療機関における適正使用に係る研修会を年1回以上開催  

医療機関における輸血療法委員会の設置状況や効果的な血液製剤  

血液製剤使用に係わる懇談会  

事業成果報告  

北海道合同輸血療法委員会  

適正化への取組などの把撞  

組織的かつ効果的な血液製剤適正化の推進  

適正な輸血療法に関する普及・啓蒙活動  
北海道合同輸血療法    普及・啓発活動        研修会  

D－ ll托三  

●目的  ●研修会（座長＝北海道大学病院輸血部副脚長佐藤典宏）   

●北海道合同輸血療法委員会要綱により、道内の医療機関に   
（1）「血液製剤適正使用に係るアンケート調査の井計結果について」  

北報道保促福祉部保健医療局医務薬務詳主音 吉野邦夫   
おける血液製剤の適正使用に係る積極的な取り組みを共有す   （2）「輸血療法の実施に関する指針について」  

ることを目的に効果的な適正化推進方策の普及を図るための  
研修会を開催し、参加医療機関における輸血療法委員会設  
置率の向上に努める。  

●主催   

●北海道合同輸血療法委員会  

●後援   

●北海道、北海道赤十字血液センター、北海道医師会、北海  
道薬剤師会、北海道病院薬剤師会、北海道臨床衛生検査  
技師会、日本輸血学会北海道支部会  

ン＝ ・  

旭川医科大学病院臨床検杢・輸血細別部長 紀野修一   
（3）「北海道における血液事業の現況」  

北彊遠赤十手血液センター所長 池田久寅   
（4）「血液製剤適正使用のおける今後の農望について」  

厚生労働省医業食品局血液対策課課員補佐 武末文男   

●特別講演（座長北海道赤十字血液センター所長 池田久t）  

※日本輸血学会北海道支部会との合同主催  
「ガンマグロブリン製剤の使用状況に関する全国調査」  

愛知医科大学病院輸血都助教授 加藤業史   

●輸血関連体制と血液製剤使用に関するアンケート（2回目）の配布  

Il肝  

旭川医科大学病院 紀野修一   



2007－9－13 厚生労働省  平成19年度全国合同輸血療法委員会成果報 

北海道の取り組み  

血液製剤の使用指針  
r暮▲■糊暮に■丁腑∫改霊■）  

貴び   
r▲■■■のt■書肘∫M）  

●最低限、要約は読む  
●慣習的に行ってきた血液製剤の使   

用法には、全く根拠がないことを理   

解する  
●不適切な使用の殆どは、医師の気   

持ちを落ち着けるための安定剤の   
働きしかない  

●気休めの悪しき慣習は一気には変   

えられないので、少しずつ指針に沿   
うように努力する  

●赤十字血液センターか   

ら無償で配布。  

北海道赤十字血液センター提供  

●評価事業   

喉平成18年度の医療監視時にアンケート調査を実   

施し、輸血療法委員会の組織率、実施回数、   
使用量について把握するとともに、前年度アンケート   
結果と比較を行う。特に、2，000単位以上の血液   

製剤を使用する病院の状況を中心に調査する。  

使用量  
全供給数（単位）  1000単位以上  2000単位以上   

RCC 375，497  
⑬   72．6％  

FFP 180，426  

⑬   ⑬  
PC 518，080   

の   
全製剤1，074，003  971．763   

90．40   

2000単位以上の輸血用血液製剤  

供給施設を中心にまとめ  

旭川医科大学病院 紀野修一   3  



平成19年度全国合同輸血療法委員会成果報 

北海道の取り組み  

2007－9－13 厚生労働省  

●アンケート調査のねらい   

●輸血関連体制の設置状況把握  
輸血部門の設置  
輸血療法委員会の設置  
輸血責任医師の配置   

●各施設における血液製剤使用量の把握  
あえて実数を記載して貰うことはしない  

「血液製剤の平均的使用量についてJを添付し、自己の置かれる位置を  

知って貰うことを主眼に  

●アンケート調査の対象   

●道内のすぺての20床以上の病院  
（精神科を単独櫻模している病院など、血液製剤を使用していないと考えられる病院  
を除く）  

全道の病院数（平成18年6月1日現在）617施設  
アンケート実施病院数  578施設  
アンケート回収数  517施設  
回収車  89．4％  

1‖  

血液製剤適正使用に係るアンケート調査 平成17年度  

血液製剤使用の有無（血弊分画製剤を含む）  
いいえ  

輸血用血複製剤使用の有無  

いいえ  

血液製剤適正使用に係るアンケート調査 平成17年度  血液製剤適正使用に係るアンケート調査 平成17年度  

償輸血療法委員会あり   ■輸血療法委員会なし  
■輸血療法垂員会あり  ■  

∧
∧
 
 

個
 
別
肌
跳
 
 

全体  

輸血使用1   

2000里位以下  

輸血使用書   
2000単位以上  

止2ロ00年位以下  

戯
壁
堰
 
 

】  j  
O120ヽ 40％ 60ヽ 80＼100l   完 2000単位以上  91％  

l    hl■■■瑚     l   l    l   jl    れ1■■■Hl    ＝l   ll   

lll肥 

血液製剤適正使用に係るアンケート調査 平成17年度  血液製剤適正使用に係るアンケート調査平成17年度   

輸血使用量■輸血部門あり  ■輸血部門なし   

全体   2（氾0単位以上 2（刀0単位以下  

施設数   115施設  60施設  55施設  

検討項目  
適正使用  82．6％  91．6％＞727％  

廃棄対策  661％  816％＞490％  
自己血輸血実施手順 53．0％  78，3％＞25．4％  

輸血実施手順   81．7％  833％＞745％   
ヒヤリハット事例対策  39．1％  48，3％＞29．0％  

遡及調査対策  56．5％  71．6％＞40．0％  

その他  0  0 【I  

旭川医科大学病院 紀野修一   4  



平成19年度全国合同輸血療法委員会成果報 
北海道の取り組み  

2007－9－13 厚生労働省  

施設数  197施設  68施設  129施設  

実施業務   

一元管理の実施  65．6％   83．8％ ＞ 72．7％   

委員会検討事項の実施 39．0％   72．0％ ＞ 49．0％   

診療科別統計の報告  34．0％   58．8％ ＞ 25．4％   

輸血関連情報の周知  67．0％   75．0％ ≒ 74，5％  

ロ使用主を把握してし、なし、  田使用滅の取り組みあり  □使用戚の取り組みなし  輸血療法至且会  

0％ 10％ 20㌔ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90㌔100㌔  0％ †仇 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 10仇  

tl ●  

血液製剤適正使用に係るアンケート鯛喜 平成17年度   2007－9－13 平成19年序全匝含后1給血軒具委員会成果皇正喜仝 27    輸血廃棄剤誠に対する取り組計  血液製剤適正使用に係るアンケート調香 平成17年鹿  

田回答あリ  ロ桓】答なし  輸血使用三  

0％ tO％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60㌔ 70％ 80％ 90％ ‖）0％  

rl＼ －  や    ＝ 

旭川医科大学病院 紀野修一   5  



平成19年度全国合同輸血療法委員会成果報告会  
北海道の取り組み  

2007－9－13 厚生労働省  

血液製剤適正使用に係るアンケート綱吉 平成17年度   血液製剤適正使用に係るアンケート調査 平成17年度   

■50％未満  耶0％以上ニコ   
℡50％未満   ロ50％以上  

輸血療法委員会  輸血療法委員会   
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2000塵位以上供給施設  2000皇位以上供給施設  

平成17年康   平成18年度  

回答施設数  80施設  81施設  
平成17年度   平成18年度  

回答施設数  80施設  81施設  
輸血療法妻旦会あり   

検討事項  
適正使用  
廃棄対策  
自己血  
輸血手順  
ヒヤリハット  
遡及調査  
その他  

議事録  

60（75．0％）く 65（80．2％）  
輸血部門あり  68（85．0％）＞ 65（80．2％）  

業務  

一元管理  57（83．8％）  55（84．6％）  

委員会検討事項の実施 49（72．0％） 53（81．5％）  

診療科別統計  00（58．8％）く 48（73．8％）  

情報の周知  51（75．0％） 59（90．7％）  

55（91．6％）  

49（81．6％）  

47（78．3％）  

53（83．3％）  

29（48．3％）  

43（71．6％）  

10（16．6％）  

57（95．0％）   

57（87．6％）   

52（80．0％）   

48（73．8％）   

56（86．1％）   

37（56．9％）   

43（66．1％）   

14（21．5％）  

ヽ 64（98．4％）  
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20（氾単位以上供給施儲  2000単位以上供給施設  

平成17年康   平成18年度  

回答施設数  80施設  81施設  
平成17年度   平成18年度   

80施設  81施設  回答施設数  
血液製剤使用量把撞あり  67（83．7％）く 72（88．8％）  

使用量削減の取組あリ  47（58．7％）＜ 弘（69．1％）  

廃棄量削減の取組あり  66（82．5％）＞ 63（77．7％）  

平均的使用量調査 50％未満  

責任医師あり   

業務   

輸血部門を実地に監督   

輸血業務の監管と責任  

コンサルテーション  

43（53・7％）＜ 54（66．6％）  

15（34．8％） 15（27．7％）  

38（88・3％）  45（83．3％）  

13（30．2％）  25（46．2％）  
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（48．0％）  

（41．0％）  

（64．1％）  

（50．0％）  

●輸血療法委員会があると   

啄輸血使用量を把握している   

紗使用量削減に取り組んでいる   

鍵廃棄削減に取り組んでいる   

●輸血療法委員会のある施設が   

喀血液製剤の平均的使用量の50％値をクリアしているわ  

けではない。  
アルブミン＞RCC≒PC＞＞FFP  

●輸血療法委員会   
妾供給量2000単位以上の施設の輸血療法委員会の組織率は75％。  

●病床数が多いほど組織率は高い。  

●輸血部門   
青供給量2000単位以上の施設の輸血部門設置率は85％。   

・300床以上の施設では95％が設備されている。  

●責任医師  
一供給量2000単位以上の施設の責任医師任命率は53％   
・100床以上の施設では、任命率はほぼ一定（病床数による変動はない）  

●2年間の比較では （2000単位以上供給施設）  

－輸血療法委員会組織率 改善  
疇輸血部門設置率  悪化？  

さ責任医師の任命峯  改善  

●各施設の輸血療法委■会では様々な取り組みがなされ   
ているが、それらの取り組みは血液製剤使用現場まで届   
いていない可能性がある  

●アンケート調査   

鞍北海道の医療機関における輸血管理体制、血液製剤の使用  
実態を初めて知ることができた。   

凝血液製剤の平均的使用t調査の内容を盛り込むことで、各医   

欝照諸点贈居館鵜欝雲脚てて貰う機会  
●北海道合同輸血療法研修会   

♯輸血療法委員会を細線している施設や年間2000単位以上供   

幣怨敵漕讐紺ツトとした適正使用啓発の射できた   
♯行政から開催通知が出されることで、各施設における合同輸血  
療法委員会参加への意義付けが高まった。  

●地方学会での講演   

幹血液製剤を実際に使用する医師に対して、直樺的に啓発活動  
ができた。  

り□！         由l一Ⅲ貞  

鞍委員会一→診療科→？医師？  

●個々の医師に対する啓発活動として、院内の研修会や地   

方学会などの績濱が有用である可能性がある   
●研修会・講演会→講演者－・医師  

●三者（道庁・血液センター・病院）による取り組みが始まっ   

てから日が浅いため、アンケート調査結果からは適正使用   

推進に関しての明らかな成果は見いだせない。しかし、合   
同輸血療法研修会の開催や地方学会における啓発活   
動などの取り組みを続けることは、適正使用推進に意義が   
あると思われる。  

、Il  l－  
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●運営組織には、行政・血液センター・病院の三者が必ず   
参画する  

●診療現場で輸血医療に関わる医師を取りこむ   

●病院輸血部医師   
●輸血・細胞治療学会認定医の資格を持つ医師   
●書段から輸血を扱う外科医または麻酔科医   
●輸血医療に興味を持っている医師（輸血責任医師） など  

●考慮すべき事項   

●参加要請施設の絞り込み   
●研修会の内容   

●予算？   

●事業の効果判定法   
●各施設間でのディスカッションの壌の確保  

●その他  I1－11】■！  

●報告事項  
平成18年の献血状況について  

平成18年康における血液製剤適正使用推進の取り組み状  
況について  

血液製剤適正使用に係るアンケート調査権異について  

●協議事項   

●平成19年度における血液製剤適正使用の取り組みに  
ついて  

北海道合同輸血療法委員会のメンバー拡充  
平成19年鹿北海道合同輸血療法研修会の開催  

血液製剤適正使用に関する啓発  

血液製剤使用に係わる懇談会の開催  

旭川医科大学病院 紀野修一   




